
国際シンポジウムのご案内
2023年9月17日（日） 1３時より 同時通訳あり  

プログラム Time Table

12時 受付開始 会場内でビデオ「学芸員を訪ねて」上映

13時 開会 （各主催団体よりご挨拶および講師紹介）
13時20分 記念講演 スアイ・アクソイ氏（同時通訳 会場のみ）
15時30分 講演会終了

（休憩）
16時 ワークショップ（講師 スアイ・アクソイ氏）通訳あり

要事前受付（定員60名・先着順）
18時  閉会  

場所 國學院大學メディアセンター 1階 常盤松ホール（裏面に地図あり）

〔主催〕 国立科学博物館・日本博物館協会・ICOM日本委員会・全日本博物館学会

invited Lecture（招待講演）
Towards Creating the Future of Japanese Museums: 

      International Trends in Perspective
（日本の博物館の未来を拓く：国際的潮流から考える）

Lectureｒ（講師） : Suay Aksoy （スアイ・アクソイ氏）

Suay Aksoy is a lecturer and independent consultant in 
Museum Studies and Cultural Heritage. 
She was President of ICOM (2016-2020) and Chair of ICOM 
Advisory Council (2013-2016). 
She also served as Chair of CAMOC, 
the International Committee for City Museums (2010-2014).
Aksoy has a BA in Economics, an MA in Political Science and A 
Post Graduate Diploma in Museum Studies.

 スアイ・アクソイ氏は博物館学と文化遺産に関する講師,
および独立コンサルタント。

  ICOM会長（2016-2020）、ICOM諮問会議議長（2013-2016）、
  CAMOC（都市博物館・コレクション国際委員会）委員長（2010-2014）。
  経済学士、政治学修士、博物館学修士。

ご参加申し込み・問い合わせはこちら

＊講演会のみのリモート参加可能です（先着100名様 同時通訳はありません）

＊会場での対面参加は機材の関係からワークショップ参加者60名含め先着210名様
参加受付締め切り 2023年８月31日）

ワークショップ「日本の博物館の未来を拓くには」
（全日本博物館学会主催） 詳細は裏面をどうぞ

2023年9月17日(日)国際シンポジウム 参加申し込み)

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf3OzOf6AZpKG4dugN0HcoKvPveIwyT15V1SdePp3OdFjhf6w/viewform


ワークショップ開催趣旨

2019年のICOM京都大会、そして2022年のICOMプラハ大会で博物館の
定義が更新されました。   日本でも、2022年に博物館法の一部が改正され、
博物館の社会的役割に関心が高まりつつあります。

この時期に、元ICOM会長のアクソイ氏をお迎えし、国際的な視野から, これ
からの日本の博物館のありかたについてお話をうかがい、参加者のみなさまと
ともに、博物館の未来を拓くためには何が必要か、どうしたらそれは達成でき
るのか、考えてまいりたいと思います。

当学会も設立50周年を迎え、博物館関係者はもとより、 利用者、 研究者、
多くの人々との議論を通じて、日本の博物館の未来を描くよい機会としたいと
思います。ご参加をお待ちしています。

主催者代表：全日本博物館学会会長 布谷知夫

＊当日は日曜日のため、学内レストラン等食事可能
な場所はありません。常盤松ホール入り口前ラウンジ
ではお持ち込み軽食をおとりいただけます。
＊お早めにおいでいただければ大學博物館をご見学
いただけます。

会場：常盤松ホール
（メディアセンター1階）

メディアセンター

◆渋谷駅からのアクセス
渋谷駅（JR各線・地下鉄各線・東急各線・京王井の頭線）から徒歩約13分
渋谷駅（JR各線）新南口から徒歩約10分
都営バス（渋谷駅東口バスターミナル54番のりば 学03日赤医療センター行）「国学院大学前」下車

（運賃180円）【渋谷駅から3番目の停留所、所要時間約10分】メディアセンターはバス停からすぐです。

◎事前の参加受付をお願いします（表面のＧｏｏｇｌｅＦｏｒｍをご利用ください）

テーマ ：博物館の未来を拓くために必要なこと、どうしたらそれは達成できるのか

WSでのあなたの役割 ： 誰もが、自分の思いを話し、 すべての人の思いを聞く

グループ分けはワークショップ担当者にお任せいただきます。
ビデオ「博物館を訪ねて」製作チームも参加予定です。

＊ワークショップにはアクソイ氏にもご参加いただき、
最後に講評をしていただきます。

全日本博物館学会50周年企画実行委員会

【会場アクセス】

http://museum.kokugakuin.ac.jp/campus_map/
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